
病害虫注意報
2018年6月作成※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

スイカ編

発生が増える時期です。多発する前にしっかりと防除しましょう！
交配後２週間は農薬
散布を避けましょう！

高温・乾燥の年で、着果
過多などの際、カルシウ
ム（石灰）・ホウ素の吸
収が阻害により発生。

果実が高温・直射日光に
より発生する。潅水を行
い、果実が高温になり過
ぎないよう葉や藁で覆う。

果実肥大期に７～１０日おきに
葉面散布を！

ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL水溶剤 1000～2000倍 3日前/5回

（ﾊﾀﾞﾆ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類は2000倍） (ﾐﾂﾊﾞﾁ 3日)

ﾏｲﾄｺｰﾈﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000倍 前日/1回(ﾐﾂﾊﾞﾁ1日)

ベルクート水和剤
1000倍 前日/4回(ﾐﾂﾊﾞﾁ 0日)

モベントﾌﾛｱﾌﾞﾙ
2000倍 前日/3回(ﾐﾂﾊﾞﾁ1日)

スコア顆粒水和剤 2000倍 前日/3回 (ﾐﾂﾊﾞﾁ 0日)

コロマイト水和剤 2000倍 7日前/2回 （ﾐﾂﾊﾞﾁ1日）
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予・治

予・治

予

プロパティフロアブル 3000～4000倍 前日/ 3回 (ﾐﾂﾊﾞﾁ 0日)

スターマイトフロアブル 2000倍 前日/1回 (ﾐﾂﾊﾞﾁ 1日)

うどんこ病

予・治

ﾊﾀﾞﾆ類

以下のものとは混用できません！！
ストロビルリン系（アミスター、ストロビー、シグナムなど）、無
機銅（カッパーシン、Zボルドーなど）、ホルモン剤、微量要素
入り葉面散布剤、液肥類

注意！

おすすめ資材

プロパティフロアブル
有効成分：ピリオフェノン うどんこ病 ミツバチ影響なし
使用倍率： 3,000～4,000倍 収穫前日/3回

おすすめ薬剤

うどんこ病菌の様々なステージ、各種うどんこ病に作用！
胞子形成を強く阻害し、菌密度を効率よく抑制！
マルチスプレッド効果により成分が速やかに葉内で拡散！


